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梅雨らしい日々といえば良い

のでしょうか。毎日、洗濯物を干

すかどうか、天気予報とにらめっ

この毎日。この原稿を書いている

今日はたまたま晴天。梅雨の貴重

な晴れ間で、文句なく外へ洗濯物

を干してきました。でも、梅雨明け

はまだまだ先のようです。この時

期は食中毒を初め、体調も崩しや

すいので、くれぐれもご自愛くださ

い。

７月１０日は参議院選挙の投票

日、すでに期日前投票を済ませた

方もあると思います。棄権しない

よう声をかけ合っ

て、大切な一票を

必ず行使しましょ

う。

無料法律相談

７月26日（火）１３：００～

森下佐知子事務所

（津秦５３和歌山ソーイング）

※事前に予約のお電話をお願いします
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(共産党市議団 控室 森下佐知子まで)

お知らせ

６

月

定

例

市

議

会

報

告

６
月
１
４
日
に
開
会
さ
れ
た
和
歌
山
定
例
市
議
会
は

一

般

質

問

、

各

常

任

委

員

会

の

審

議

を

経

て

、

７

月

１

日

、

す

べ

て

の

議

案

を

多

数

も

し

く

は

全

会

一

致

で
可
決
し
ま
し
た
。

日

本

共

産

党

市

議

団

は

１

８

件

の

議

案

の

う

ち

４

件

に

反

対

、

１

４

件

に

賛

成

し

ま

し

た

。

反

対

し

た

４

件

の

議

案

に

帯

す

る

討

論

は

私

、

森

下

さ

ち

子

が

行
い
ま
し
た
。

農
地
の
固
定
資
産
税
が

１
、
８
倍
に
な
る
罰
則
と
は、

国
が
地
方
税
法
を
一
部
改
正
し

農
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
を
課

税
強
化
し
ま
す
。
市
は
こ
れ
を
受

け
て
、
条
例
を
改
正
し
、
遊
休
農

地
が
農
業
委
員
会
に
よ
る
協
議
の

勧
告
を
受
け
た
場
合
、
中
間
管
理

機
構
と
の
契
約
を
す
る
と
の
意
思

を
表
明
し
な
け
れ
ば
、
農
地
の
固

定
資
産
税
を
１
、
８
倍
に
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
農
業

で
は
食
べ
て
い
け
な
い
現
状

の
改
善
を
し
な
け
れ
ば
、
後

継
者
も
育
ち
ま
せ
ん
。
課
税

強
化
で
は
抜
本
的
な
対
策
に

つ
な
が
ら
な
い
と
指
摘
し
ま

し
た
。

四
季
の
郷
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

計
画
づ
く
り
は
誰
が
す
る
？

農
業
公
園
と
し
て
山
東
地
区
に
整
備
さ

れ
た
「
四
季
の
郷
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
た
め
の
基
本
計
画
づ
く
り
に
、
市
は
１

０
０
０
万
円
の
お
金
を
使
っ
て
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
へ
委
託
し
よ
う
と
し
て
い
ま

。「

」

。

す

四
季
の
郷

を
利
用
す
る
の
は
市
民

こ
れ
ま
で
足
を
運
ん
で
実
際
に
利
用
し
た

市
民
の
声
を
ど
れ
だ
け
反
映
す
る
か
が
一

番
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
参
加
の
下
で
の
計
画
づ
く
り
を
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

＜一般質問＞
今回は「学童保育」と「文化会館」の２つを取り上げ

ました。

【土曜日の開設を完全実施に】

学童保育（若竹学級）は小学生の放課後を過ごす大切

な事業であるとともに、働く保護者にとっても安心・安

。 、全の子育ての砦といえます 共働き世帯の増加によって

学童保育への要求は年々増え、今も増え続けています。

この間、議会で何度も取り上げ、時間の延長やプレハ

ブ教室の新設などを実施してきました。しかし、なお時

間延長や保育内容指導員の待遇改善など要求は多く、改

善しなければならないことは多くあります。

特に、土曜日の開設は第２、第４の２回のみにとどま

、 。っており 使い勝手の悪さもあって利用されていません

すべての土曜日の開設をと求めました。また、指導員の

待遇改善についても正規職としての登用と位置づけを急

ぐよう求めました。市長は希望すれば入れることをはじ

め、より良い学童保育をめざし予算配分をすると答えま

した。

「文化会館」については次号で詳しくお知らせします。
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今
年
の
「
東
９
条
の
会

総
会
」
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
映
画
上
映
で
始
ま
り

ま
し
た

『
シ
リ
ア
内
戦
イ

。

』

ス
ラ
ム
国
の
正
体
を
暴
く

と
い
う
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
西
谷
文
和
さ

ん
の
作
品
で
す
。
シ
リ
ア
内
戦
に
つ
い
て
、
そ

こ
で
暮
ら
す
人
々
の
日
常
が
ど
の
よ
う
に
破
壊

さ
れ
て
い
る
の
か
を
詳
し
く
知
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
シ
リ
ア
問
題
は
単
な
る
宗
教

や
民
族
間
の
対
立
で
は
な
く
、
そ
れ
を
利
用
し

て
戦
争
を
拡
大
さ
せ
、

兵
器
で
儲
け
を
た
く

ら
む
大
国
の
思
惑
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
が
暴

露
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
爆
で
手
足
を
失
っ
た

子
供
た
ち
、
目
の
前
で
直
撃
を
見
て
し
ま
っ

た
幼
い
子
供
が
精
神
を
侵
さ
れ
、
焦
点
の
合

わ
な
い
視
線
で
虚
空
を
見
る
姿
が
あ
ま
り
に

も
衝
撃
的
で
し
た
。
現
地
で
命
の
危
険
を
顧

み
ず
取
材
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
勇
気
に

頭
が
下
が
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
戦
争
の
現

実
を
も
っ
と
知
ら
な
け
れ
ば
、
知
ら
せ
な
け

れ
ば
と
強
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

経
過
説
明

和
歌
山
市
は
、
本
町
小
学
校
、

城
北
小
学
校
、
雄
湊
小
学
校
を
統

廃
合
し
伏
虎
中
学
校
と
と
も
に
小

中
一
貫
校
を
建
設
し
て
い
ま
す

が
、
伏
虎
中
学
校
の
跡
地
に
市
民

会
館
を
移
転
さ
せ
る
た
め
の
計
画

も
同
時
に
進
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
、
県
立
医
大

に
薬
学
部
を
新
設
す
る
と
し
て
、

そ
の
建
設
場
所
を
伏
虎
中
学
校
へ

と
い
う
話
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し

た
。し

か
し
、
こ
こ
は
市
民
会
館
を

新
設
す
る
た
め
の
敷
地
面
積
で
精

一
杯
で
す
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
、

ど
こ
で
そ
ん
な
こ
と
が
持
ち
上
が

っ
た
の
か
、
原
点
に
戻
っ
て
考
え

て
み
よ
う
と
い
う
目
的
で
「
跡
地

活
用
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
が

こ
の
６
月
議
会
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
委
員
会
に
は
私
、
森
下

さ
ち
子
と
姫
田
高
宏
議
員
が
入
り

ま
し
た
。

６
月
定
例
市
議
会
で
全
議
員
の
創
意
に
よ
り
設
置

「
伏
虎
中
学
校
跡
地
活
用
に
関
す
る
特
別
委
員
会

」

知
事
の
誘
導
？

問
わ
れ
る
市
の
姿
勢
、

市
民
の
声
は
ど
こ
に
？

昨
年
、
１
０
月
３
０
日
に
県
と

市
が
行
う
「
連
携
会
議
」
の
中
で

知
事
が
「
伏
虎
中
学
校
の
跡
地
に

薬
学
部
を
持
っ
て
き
た
ら
ど
う
か

と
勝
手
に
検
討
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
」
と
発
言
し
て
い
た
こ
と
、

市
長
は
そ
の
こ
と
を
受
け
て
、
次

の
会
議
で
「
薬
学
部
は
伏
虎
中
学

校
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
依
頼
し

て
い
た
こ
と
が
、
特
別
委
員
会
の

審
議
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
日
本
一
の
市
民
会
館
を
建
設
す

る
こ
と
が
最
優
先
だ
」
と
答
え
て

き
た
市
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

次
回
８
月
４
日
に
第
２
回
目
の

特
別
委
員
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
意
見

も
大
い
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「さっちゃんはね・・・♪」

（6/25）より森下さち子のブログ sachikogo.exblog.jp
9 9先日、ひがし 条の会の「第

回総会と文化の集い」に参加しま

した。第 部は「うたごえ 条の2 9

会」の井澤慶三氏を迎えての文化

の集い 『童謡に見る文化と戦争、

の影』と題して、私たちが日ごろ

何気なく歌っている童謡や唱歌の

時代背景、そして詩の意味を語っ

ていただきました。

たとえば「紅葉」は、明治 年にゴールデンコンビと言われた44

高野辰之と岡野貞一の作詞作曲で、他にも「故郷 「朧月夜 「春」 」

の小川」などがありますが、戦中は戦意高揚につながらないという

、 。理由で歌うことは許されず 教科書から削除されたとのことでした

また 「あの町この町」は大正 年、野口雨情 中山晋平作詞作、 13

曲ですが、日本が暗い時代に入っていこうとするときのもの 「今。

来たこの道 かえりゃんせ」という歌詞に詩人の思いが込められて

いると言います。

さらに「たき火」は昭和 年に作られますが、即刻唄うことを16

禁止されます。たき火など資源の無駄遣い、敵機の襲来時は標的に

なる、しもやけぐらい戦地の兵士を思えば何か との理由だと。

一転、戦後は「みかんの花咲く丘 「とんがり帽子 「青い山脈」」 」

など明るい曲調に変わります。

平和であればこそ、唄いたい歌をいつでもどこでも、作ることが

でき、唄うことができる。小さい頃から唄ってきた童謡をみんなで

口ずさみながら、改めて思った次第です。


